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総合技術部の体制 3

技術支援の内容ごとに大きく6種類に分類（職
群）し、300人以上の技術職員が勤務している

電子回路
・測定・
実験群

加工・
開発群

分析・
評価・
観測群

生物・
生命科学群

情報・
ネット
ワーク群

安全・
保守管理群

総合技術部

特定の部局で限定された業務を遂行するだけではなく、継続的に本学の事業に柔軟に
対応できる人材を求めています

現在、10 の学部、15 の大学院、6 つの附置研
究所、数多くの共同教育研究施設、研究セン
ターへ技術支援を行っています。
主たる専門技術だけでなく、複数の専門技術を
持つ技術職員も多くいます。
支援技術の種類によっては、主配置部局だけで
なく複数の部局を支援する場合もあります。
仙台市内のキャンパス以外にも大洗（茨城県）、
東海村（茨城県）、浅虫（青森県）、女川（宮
城県）、川渡（宮城県）に遠隔地キャンパスが
あり、技術職員が配置されています



加工・開発群
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最先端の研究活動を行う上で必要な実験装置や部品の設
計・製作、研究用試験片の製作、機械加工やガラス加工
に関する技術相談や指導、教職員・学生を対象とした実
習などの担当、等の業務で研究・教育支援を行っている。



電子回路・測定・実験群
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物理学、機械工学、電子工学、建築・環境工学、流体科
学などの分野での実験装置の開発・管理・運用、実験指
導、また、加速器やニュートリノ関連の大型実験装置の
管理・運用、半導体関連や材料開発のための試料作製を
行う。



分析・評価・観測群
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多様な研究分野において、無機、有機、金属、高分子、
生体などの試料を様々な測定機器・手法を使って分析、
解析、観察業務で支援を行い、地質、惑星、地震の観測
分野でも研究支援を行う。



生物・生命科学群
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動物施設・植物施設の管理、生物実験材料の採集・飼
育・供給、遺伝子・細胞培養、などの生物・生命科学関
連の研究支援を行う。



情報・ネットワーク群
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ネットワーク環境整備やスーパーコンピュータの計算環
境の提供と保守、研究成果を発信するための広報活動、
DXの推進など多岐にわたる「情報に関わる業務」で研
究・教育活動を支えている。



安全・保守管理群
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安全衛生、化学物質、高圧ガス、核・放射線等に関する
法令を遵守し、大型施設・研究設備の理を通して、安全
な教育研究ができる環境整備とその広い知識と技術を提
供している。



各拠点での所属職群割合 10

青葉山東キャンパス

青葉山北キャンパス

片平キャンパス(NT…

星陵キャンパス

川内キャンパス

浅虫

川渡

女川

大洗・東海

加工・開発群 電子回路・測定・実験群 分析・評価・観測群
生物・生命科学群 情報・ネットワーク群 安全・保守管理群大洗・東海（5）

女川（1）

川渡（15）

浅虫（2）

片平キャンパス（NT推進含む）（113）
川内キャンパス（9）
青葉山東キャンパス（78）
青葉山北キャンパス（55）
星陵キャンパス（26）



各種制度など 11

 初任給:大学卒業／月給 207,972 円 修士修了／月給 220,480 円
博士修了／月給 239,878 円

 各種手当（住居、通勤、扶養、寒冷地、超過勤務手当等）
 期末・勤勉手当（年2回 6月と12月）

 勤務時間:月～金 8:30～17:15（7時間45分勤務、昼休み60分）
 フレックスタイム制度あり（コアタイム10:00-15:00）
 テレワーク制度あり

 休日:土・日曜日（完全週休2日制）、祝祭日、
年末年始（12/29～1/3）

 年次有給休暇:20日/年（4/1採用は15日）、最大20日翌年繰越可
 リフレッシュ休暇、結婚休暇、産前・産後休暇、忌引など
 育児休業、介護休業、自己啓発休業、配偶者同行休業など



キャリアパス 12

技術職員

【 職位 】 【 職階 】

チームリーダー

職群副代表、業務グループ⾧、部会⾧

高度技術エキスパート（1） 職群代表（6）

副部⾧補佐（1）

副部⾧（1）
:管理職

・・・・統括技術専門員（13）

・・・技術専門員（29）
・・技術専門職員

・技術一般職員



人材育成 13

専門技術研修による人材育成をします!
採用予定職群の専門家でなくても安心してください

所属する職群および主配置部局で必要とされるスキルを習得し、相応のスキルレベルに
達するよう、職群と主配置部局が連携し、個々に専門技術研修を計画し、提供します

所属職群の研修
• 職群として持つべき様々なスキ
ルの習得

• 自分が直接担当しない技術も経
験する

主配置部局
• 主配置部局に適したスキルの種
類とレベルを習得

• 主配置部局での経験に応じ、ス
キルの多様化、スキルレベルの
向上

学外企業・団体など
• 学外企業や団体などが用意する高
度な専門技術研修の受講

連携

活用 活用



プレイヤー型のスキルアップ 14

 各種専門技術研修

 職群ごとに企画・実施される研修

 職群研修、業務グループ研修、チーム研修など、個別
に行われる専門スキル向上のための研修

 職群の枠を超えた部会等の企画研修

 個々の獲得スキル、経験に応じて研修をカスタマイズ

 各種学会や研究会での発表やシンポジウムへ参加

 技術発表会での発表・聴講や実技研修による知識・技
術の研鑽

 英会話研修(TOEIC受験など)、技術英語研修

 各種e-ラーニング



マネージャー型のスキルアップ 15

ステップアップ研修
・OAスキル研修
・ハラスメント研修
・メンタルヘルス研修

新入職員研修
・ビジネスマナー研修
・OAスキル研修
・ハラスメント研修
・メンタルヘルス研修

プレマネージャー研修
・新任マネージャー研修
・コーチング研修
・ビジネススキル研修
・ハラスメント研修
・メンタルヘルス研修

マネージャー研修
・人事考課研修
・組織マネジメント研修
・リスクマネジメント研修
・ハラスメント研修
・メンタルヘルス研修

リーダー研修
・ビジネススキル研修
・ハラスメント研修
・メンタルヘルス研修

人材育成を担当するスキル開発センターにより、
職責に応じたマネジメント研修を実施しています。

5



総合技術部の求める人材 16

人に対して誠実で協力、協働を大切
にする方

率先して物事に取り組める方

いかなる変化にも柔軟に対応し、前
進できる方 皆さんと一緒に仕事ができることを

心から楽しみにしています。


